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大
空
を
飛
ぶ
鳥
の
目
で
俯
瞰
し
た
よ
う

な
鳥
瞰
図
（
鳥
観
図
と
も
）
と
い
え
ば
、

現
代
絵
師
と
し
て
著
名
な
石
原
正
、
洲
嵜

晴
彦
、
友
利
宇
景
各
氏
の
作
品
が
思
い
浮

か
ぶ
。
が
、
私
が
惚
れ
込
ん
で
い
る
の
は

大
正
期
か
ら
昭
和
初
・
中
期
に
か
け
て
活

躍
し
た
絵
師
・
吉
田
初
三
郎
で
あ
る
。
神

社
仏
閣
旧
跡
を
ワ
イ
ド
に
描
い
た
名
所
図

絵
や
横
浜
絵
（
五ご
う
ん
て
い
さ
だ
ひ
で

雲
亭
貞
秀
）
と
も
違
う
、

カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
と
大
胆
な
構
図
、
鳥
の

目
と
広
角
の
魚
眼
レ
ン
ズ
の
目
を
ミ
ッ
ク

ス
し
た
多
視
点
魚
眼
画
法
に
よ
る
鳥
瞰
名

所
図
絵
の
技
法
を
完
成
、
駆
使
し
て
、
全

国
に
わ
た
っ
て
二
千
種
以
上
の
膨
大
な
作

品
を
描
い
た
。

　

初
三
郎
は
明
治
十
七
年
、
京
都
市
中
京

区
の
生
ま
れ
。
十
歳
で
友
禅
図
案
の
職
工

と
し
て
奉
公
に
出
る
が
、明
治
四
十
二
年
、

洋
画
家
の
鹿か
の
こ
ぎ
た
け
し
ろ
う

子
木
孟
郎
に
入
門
。
洋
画
を

志
す
が
果
た
せ
ず
、
師
匠
に
「
ま
だ
だ
れ

も
や
っ
て
い
な
い
商
業
画
を
目
指
し
た
ら

ど
う
か
」
と
勧
め
ら
れ
る
。
職
工
経
験
は

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。近著に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（2006 年）がある。

連載─第❶回



『京阪電車御案内』（大正2（1913）年）
皇太子時代の昭和天皇が「きれいで分かりやすい」とご嘉賞。全
国の鉄道・海運会社に鳥瞰地図づくりが広がるきっかけになった
といわれる。（提供：京阪電鉄）
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商
業
デ
ザ
イ
ン
的
な
感
覚
を
、
洋
画
の
修

業
は
芸
術
的
感
覚
を
磨
く
結
果
と
な
り
、

二
つ
の
素
養
の
融
合
に
よ
っ
て
新
し
い
技

法
を
生
み
出
す
。

　

そ
の
出
世
作
が
大
正
二
年
の
『
京
阪
電

車
御
案
内
』
で
、
初
三
郎
二
十
九
歳
の
作

品
で
あ
っ
た
。
翌
三
年
、
京
阪
の
貴
賓
電

車
で
関
西
を
行
啓
中
の
皇
太
子
（
後
の
昭

和
天
皇
）
が
目
に
留
め
ら
れ
、
数
部
を
持

ち
帰
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
爛
熟
期

の
画
風
と
比
べ
れ
ば
稚
拙
だ
が
、
大
阪
・

天
満
橋
と
京
都
・
五
条
を
結
ん
で
い
た
京

阪
本
線
と
支
線
の
路
線
図
、
宇
治
平
等
院

な
ど
の
名
所
・
観
光
地
が
立
体
的
手
法
で

表
現
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
新
鮮
な
発
想

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
大
正
十
年
に
は
鉄
道

省
編
『
鉄
道
旅
行
案
内
』
の
挿
図
を
描
画
。

こ
う
し
て
鉄
道
旅
行
の
大
衆
化
や
大
量
の

多
色
刷
印
刷
の
普
及
が
あ
い
ま
っ
て
、
初

三
郎
は
売
れ
っ
子
絵
師
と
し
て
活
躍
。
図

絵
制
作
の
工
房
（
大
正
名
所
図
絵
社
・
観

光
社
）
を
構
え
、
弟
子
た
ち
と
一
緒
に
数

多
く
の
鉄
道
沿
線
図
絵
や
都
市
鳥
瞰
図
、

絵
葉
書
な
ど
を
続
々
発
刊
し
、
一
世
を
風

靡
し
た
の
だ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
、
享
年

七
十
二
歳
で
逝
去
後
は
、
二
代
目
初
三
郎

（
吉
田
朝
彦
）
や
中
村
治
郎
、
寺
本
左
近

ら
の
旧
門
弟
に
継
承
さ
れ
、
今
、
鳥
瞰
図

ブ
ー
ム
の
再
来
、
再
発
見
の
見
直
し
が
始

ま
っ
て
い
る
。
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に大阪・天満橋～京都・五条間で鉄道
営業を開始。以後、各支線の開業や天
満橋～淀屋橋間の延伸、鴨東線開通な
ど発展を重ねてきた。コーポレートス
ローガンは「街をつなぐ 心をむすぶ」。
鉄道路線網が結ぶ大阪・京都・滋賀の
2府 1県を中心に、京阪グループとし
て、鉄道・バス・流通・ホテル・レジャー
など様々な分野で幅広い事業を展開、
地域社会に貢献している。

街をつなぐ、心をむすぶ

淀
屋
橋

宇
治

中
書
島

枚
方
市

私
市

石
山
寺

天
満
橋

天
満
橋

交
野
線

京
阪
本
線

宇
治
線

石
山
坂
本
線

京
津
線

鴨
東
線出町柳

三条

坂本

御陵

京阪電気鉄道株式会社　路線図


